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多多層層言言語語環環境境ににおおけけるる学学びびとと学学習習者者のの認認識識 

――認認識識のの変変容容ととトトラランンススラランンゲゲーージジンンググ―― 

 

三ツ木 真実 

 

要要  旨旨 

本稿は，オンラインによる国際共修授業に参加した日本人大学生の英語学習者 3名

を対象に，授業を通じて得られた認識やその変容について質的に調査した結果を報

告するものである。異なる言語を母語とする学習者が，それぞれの言語リソースを

駆使してアイデアを表現し，協働でプロジェクトに取り組む多層言語環境での学び

を経験することを通じて，学習者の自己認識にどのような変化が生じるかを考察す

る。さらに，国際共修授業の活動に埋め込まれたトランスランゲージングを踏まえ，

学習者がトランスランゲージングを通じた学びから何を認識するかについても考察

を行う。また，国際共修授業やその活動のプロセスを経験することが，日本の多層

言語環境における新たな第二言語話者像の形成や強化に寄与するかを検討する。 

 

キキーーワワーードド: 多多層層言言語語環環境境，，国国際際共共修修，，トトラランンススラランンゲゲーージジンンググ，，学学習習者者のの認認識識 

 

ははじじめめにに 

多層言語環境社会とは，ある地域で異なる言語コミュニティが共存する社会であ

り，そのコミュニティに属するサブコミュニティが部分的に重なり，モノリンガル

話者とバイリンガル話者が同居する中で異なる言語を使用する人々が共存するとと

もに，バイリンガル話者が異なる言語グループとの架け橋として機能する社会を指

す（河合, 2023）。河合・河合（2018）が指摘するように，少子高齢化で減少する労

働人口の外国人労働者による補填や，インバウンド旅行や短期滞在をする外国人の

増加などの事情によって，将来的には日本は多層言語環境社会により近づいていく
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可能性が高いと考えられる。具体的には，異なる言語コミュニティが増加し，国際

的な交流が進む中で，異なる言語を使用する様々なサブコミュニティが形成され，

モノリンガル話者とバイリンガル話者が同居する多層言語環境社会が日本で次々と

生まれることが想定される。 

将来の多層言語環境社会において言語教育的な観点から重要なのは，日本の言語

学習環境で学ぶ学習者に対して，複数の言語リソースを有する言語話者としての自

己認識を形成し強化することである。この点において，日本の文脈における多層言

語環境の第二言語話者像をより具体的に示し，学習者がその像を明確に意識できる

ような教育プログラムを構築することが肝要である。そこで，本稿では，国際共修

授業（詳細は後述）を多層言語環境についてより強く意識できる学習環境として見

立て，学習者がその中でどういった認識を獲得できるか，または変容させるかにつ

いて明らかにする。また，それを通じて，どのような教育実践が日本の多層言語環

境における第二言語話者像の提示や形成強化に繋がるかを検討する。 

 

研研究究のの背背景景 

国際共修授業とは，文化や言語の異なる学生同士が，グループワークやプロジェ

クトなどでの協働学習体験を通じた交流により相互理解を深めながら，他者を理解

し，また自分を見つめなおしながら，新しい価値観を創造する一連のプロセスであ

る。くわえて，異文化・自文化の理解，視野の拡大，異文化コミュニケーション力

の向上に効果的であるともされている（東北大学, n.d.）。本稿では，この国際共修

授業に複数の言語リソースの使用を高める行為が埋め込まれていると捉える。複数

の言語リソースの使用はトランスランゲージング（García & Wei 2014）と呼ばれ，国

際共修授業では，自分のもてる言語リソースを駆使してトランスランゲージングを

効果的に機能させ，試行錯誤しながら交流することが求められる。本稿における国

際共修授業に埋め込まれたトランスランゲージングの例としては，母語使用，メン

バー間の共通言語使用，イメージ（画像等）の使用，グループのメンバーとのミー
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ティング準備や個々人での思考のための複数言語リソースの使用が挙げられる。学

習者はこうした複数言語リソースの使用を必ず求められる学習環境で学ぶことを通

じて，言語的な発達のみならず，複数言語話者としての自己イメージを認識・促進

させていくことが期待される。 

日本の学習文脈で，国際共修授業について取り上げた研究に末松（2019）がある。

末松（2019）は，日本国内の国際共修に関する論文を洗い出して整理した結果，

1994年では一編のみだった論文数が年を追うごとに増加し，特に 2009年以降には大

幅な論文数の増加を明らかにした。これは国際共修授業への関心の高まりを示す証

左である。 

本稿の焦点と近い，国際共修授業を通じた学習者の認識やその変容について分析

を行った研究は数が少ないが，その一例として，渡部・島崎（2019）がある。彼ら

は，国際共修授業を実際に行う前のプレ授業を日本人学生と留学生で実施し，日本

人学習者の認識の変容について，英語コミュニケーションと価値観と協働の観点か

ら分析を行った。その結果，学習者は英語コミュニケーション不安が軽減し，さら

には英語力の高まりも認識していたことを示した。また，ビリーフや習慣の違いや

ステレオタイプの自認などの自らの態度に対する変化を認識していたことも明らか

にした。 

これらの結果からは，国際共修の実践や研究に対する注目が徐々に高まっている

ことがわかるものの，日本における多層言語環境社会を想定した，新たな第二言語

話者像は不明瞭なままであるとともに，トランスランゲージングの観点からは分析

が行われてはいない。つまり加納（2016）が指摘するように，日本においてはトラ

ンスランゲージングの教育実践の蓄積がまだまだ不足している状態である。また，

時任他（2022）が指摘するように，国際共修授業の実践事例の多くは，主に日本人

学生と日本の大学に在籍する留学生との授業であり，つまり日本語でのコミュニケ

ーション可能な学習者が対象となっていることが多い。このような授業は，日本人

学生にとっては国内かつ日本人が多い環境で行われており，世界各国の多文化共生
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社会にみられるような多層言語環境でのトランスランゲージングが十分に実践され

ていない傾向があると考えられる。その結果結局はモノリンガルによる交流に傾き

がちになることは容易に想像ができこれはトランスランゲージングをともなう教育

実践上の課題にもなりうると考えられる。では，確実にトランスランゲージングが

求められる国際共修授業でのプロジェクトを通じた学び（多層言語環境での学び）

を経験することを通じて，学習者の自己認識にはどのような変化が生じるのだろう

か。また，学習者はトランスランゲージングを通じた学びに対して何を認識するの

だろうか。本稿では，これらの点を研究課題として，次に記す研究方法によって分

析と考察を行う。 

 

研研究究方方法法 

参参加加者者とと国国際際共共修修授授業業のの内内容容 

本研究の参加者は日本人大学生の英語学習者 3名（以下，A, B, Cとする）であり，

彼らは所属する大学において，ポーランドの大学生と日本の大学生でグループを構

成し，協働でプロジェクトに取り組む国際共修授業に参加した。授業は 2020年の後

期（10 月〜2 月）に実施され，具体的な内容は，日本の発明品に改良を加えてポー

ランド市場で売り出すための新デザインを協働で考案し，授業の最終回でプレゼン

テーションを実施する流れであった。なお，この授業は，Web 会議ツールの Zoom

を介したオンラインによって実施された。 

 

デデーータタのの収収集集とと分分析析 

データの収集と分析は内藤（2002）によって考案された個人別態度構造分析

（Personal Attitude Construct Analysis: 以下 PAC 分析）の手続きに則って行われた。

PAC分析は，個人ごとの態度やイメージを分析する手法で，(1) 自由連想，(2) 連想項

目間の類似度の評定，(3) 類似度距離行列によるクラスター分析，(4) 参加者によるク
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ラスター構造の解釈，(5) 研究者によるインタビューおよび総合的解釈，といった手

続きを踏んで実施する分析の手法である。 

本研究における具体的な手続きは，以下の通りである。参加者は，まず，「国籍の

異なる学生と共同で一つのプロジェクトを行うということについて，何でも良いの

で思い浮かんだことを書いてください。」という刺激文を踏まえて自由連想を行い思

いついた内容を，飽和状態になるまで順に付箋に書き出した（1 の手順）。自由連想

した項目を重要度順に並べ替えたのちに項目間の類似度評定を行い（2 の手順），類

似度距離行列表を作成して統計ソフト SPSS Statistics version 24によるクラスター分析

（ウォード法）を行なった（3 の手順）。統計ソフトによる分析で出力されたデンド

ログラムをもとに，同じクラスターとしてカテゴライズされた連想項目の内容を解

釈そして抽象化し，複数の連想項目がまとめられたクラスターに名前をつけていく

作業を参加者と研究者との間で討議しながら繰り返して行った（4 の手順）。最後に，

クラスターにつけられた名前や各項目の内容をもとに，参加者と研究者間で質疑と

応答を繰り返す形でインタビューを実施して，国際共修に対してそれぞれの参加者

が持つ認識の可視化と解釈を進めた（5 の手順）。なお，本研究では，国際共修を経

験する前後の認識の変容について調査するため，データの収集と分析を国際共修の

実施前と実施後に分けて行なった。さらに，可視化された認識をネガティブ・ポジ

ティブ・ニュートラルに分類し，必要に応じて文言も追加して整理して認識の変容

とトランスランゲージングを通じた学びに対する認識を考察した。 

 

結結果果とと考考察察 

Aのの結結果果とと考考察察 

国際共修授業を経験する前の Aの PAC分析の結果は表 1の通りである。Aは 7項

目を連想し，それらを 3つのクラスターに分割した。そして名付けられたクラスター

は 3つあり，それぞれ①【過去の反省】，②【言語不安】，③【発言内容について】

であった。また，経験後の PAC分析の結果，10の連想項目が 5つのクラスターに分
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割され，それぞれ，①【反省点】，②【異文化に対する理解】，③【実際の交流】，

④【ポーランド学生に対する印象】，⑤【英語学習の意義】と名付けられた（表 2） 

 

表 1 

国際共修授業を経験する前の A の PAC 分析結果 

 

 

表 2 

国際共修授業を経験した後の A の PAC 分析結果 

 
 

次に，A の連想項目やクラスターから浮上した認識を踏まえ，それらをネガティ

ブ・ニュートラル・ポジティブに分類し，どういった変容があったのか（例：ネガ

ティブからポジティブへの変容，またはその逆）について考察する。下の図 1 は A

の国際共修授業を経験する前後の認識の変容を整理したものである。  はネガテ
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B のの結結果果とと考考察察 

国際共修授業を経験する前の B の PAC 分析の結果（表 3）から，B は 10 個の連想

項目があり，それらは 4つのクラスターに分けられた。またそれぞれ①【英語でのコ

ミュニケーション不安】，②【プロジェクトに対するネガティブな認識】，③【プ

ロジェクトに対するポジティブな意識・期待感】，④【ポーランド学生への興味・

関心】と名付けられた。 
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て英語でコミュニケーションできる経験をしたことで新たな認識が生まれていた。

このことが表 2内にある⑤【英語学習の意義】のクラスターにまとめられていること

から，A は国際共修を通じて英語という言語リソースを追加するための学びの意義

を理解したことが窺える。また，    で示されている内容からは，事前に持ってい

たポーランド人学生に対する認識が，実際にやり取りをすることで変容したことが

理解できる。これは多層言語環境でのやり取りを経験したことで得られた新たな気

づきであり，初めてやり取りをする国籍の相手に対して持っていた一種のステレオ

タイプが実際のやり取りを通じて変化したことがわかる。 
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表 5 

国際共修授業を経験する前の C の PAC 分析結果 

 
 

表 6 

国際共修授業を経験した後の C の PAC 分析結果 

 

 

次に，Cの認識の変容について説明する。図 3は Cの国際共修授業を経験する前と

後の認識の変容を整理したものである。ネガティブな認識がポジティブな認識に変

容したものは，  で示されている。Cは自らの英語使用や英語コミュニケーション

に対する不安が軽減し，国際共修における真正な英語コミュニケーションを経験し

たことで，英語を使うことに対するハードルが下がったことを認識していた。 
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考考察察ののままととめめ：：認認識識のの変変容容ととトトラランンススラランンゲゲーージジンンググ 

A・B・C の 3 名の分析結果と考察について，共通点などを考慮しながら，国際共

修授業の経験を通じて得られた認識の変容とトランスランゲージングに対する認識

の観点から改めて整理して記述する。国際共修授業の経験から 3名に共通して得られ

た認識の変容は次の 3点にまとめられる。多層言語環境での学びの経験を通じて，学

習者は，（1）「言語不安の軽減」，（2）「コミュニケーションに対する態度」，（3）「異

文化理解」において認識がポジティブに変容した。これらは，先行研究で触れた渡

部・島崎（2019）と同様の結果となり，真正な英語コミュニケーションが求められ

る国際共修授業を設定することで，多層言語環境においてより良い第二言語話者に

なるための障壁となりうる言語不安や英語コミュニケーションに対する回避的な態

度のポジティブな変容を期待できることが示唆された。また，多層言語環境社会に

おいては，一定程度の異文化間能力（異文化接触の場面における対人インタラクシ

ョンのプロセスに必要な能力（Byram, 1997）」を有することも求められる。この点

においても，A・B・C の 3 名全員が異文化接触をポジティブに受容する価値観や信

念を新たに発生させていたことから，国際共修授業は異文化間能力の発達に寄与す

る経験を提供できる可能性が示された。 

また，トランスランゲージングが求められる多層言語環境での学びの経験を通じ

て，学習者は，（1）「言語リソースを追加する意義」，（2）「言語リソースの追加に対

するモチベーション」の 2点を認識した。日本の言語使用の文脈における多層言語環

境の第二言語話者像は不明瞭である（河合, 2023）という指摘の通り，日本の言語教

育の文脈では多層言語環境社会を日常的な言語コミュニケーションの前提と位置付

けることは難しく，それゆえに学習者にとって，複数言語リソース持つ第二言語話

者として「トランスランゲージする自己のイメージ」を持つことはさらなる困難と

なるかもしれない。しかし，分析の結果と考察から，国際共修授業によって，たと

えそれが仮想的な多層言語環境での言語コミュニケーションであったとしても，そ
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の経験を有することは学習者に複数の言語を学ぶことの重要性を理解し，言語リソ

ースの追加を目的とした言語学習のモチベーション向上をもたらすための重要なき

っかけとなり得ることが示唆された。 

 

結結  論論 

本稿では，オンラインによる国際共修授業を経験した 3名の日本人英語学習者を対

象として，多層言語環境での学びの経験から得られた認識やその変容をもとに，国

際共修授業が日本の多層言語環境における新しい第二言語話者像の提示や形成，強

化に繋がるかを検討してきた。本稿の結果や考察を踏まえると，今回の取り組みに

よって学習者は言語リソースを伸ばす，そして増やすことへの意識を高め，多言語

話者としての意識や動機づけを向上させることができた。さらに，トランスランゲ

ージングを取り入れた教育実践では学習者は言語不安を持つ（Capati, 2022）といっ

た指摘がある中で，継続的なやり取りの中で言語不安を軽減することができる可能

性も示唆された。したがって，国際共修授業の取り組みの中で，試行錯誤してトラ

ンスランゲージングをする経験の継続的な蓄積によって，学習者は多層言語環境に

おける新しい第二言語話者像を具体化していくことが可能になるかもしれない。そ

れを実際に可視化して示していくためには，トランスランゲージングを埋め込んだ

教育実践を継続的に行い，その成果などを質と量の両面から縦断的に調査していく

ことが必要になるだろう。 
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外外国国語語教教育育ににおおけけるるママルルチチモモーーダダルルななココミミュュニニケケーーシショョンンとと AI のの活活用用 

 

杉江聡子 

 

要要  旨旨 

2022 年 11 月の ChatGPT3.5 登場以来，生成 AI は劇的に進化している。社会のパラ

ダイムシフトが進み，産業界の各所で「DX」が叫ばれる中，日本の外国語教育は依

然として母語話者を目標として測定可能な知識とスキルの修得を目指し，短期的視

点での数値に基づき評価することが主流である。知識の量と正確さ，計算処理の速

さ，ルールに沿ったスキル運用の整合性等において AI は既に人間を凌駕している。

教育や学習は，「AI 対ヒト」という対立構造ではなく，AI を教学のアクターとして

位置づけ，教授者も学習者も「AI とヒトのチーム」でパフォーマンスを最大化する

「拡張知能」（ホルムス他, 2020）として進化すべきであろう。本研究は，外国語教

育において，学習者が複言語話者として生成 AI を活用しながらマルチモーダルなコ

ミュニケーションを行う可能性を探究することを目的とする。コミュニケーション

資源を従来の言語コミュニケーションの 4 技能から ICT や AI などのテクノロジーま

で含むものと見なし，外国語活動を中心とした PBL において各種テクノロジー活用

を取り入れた教授設計を実践データに基づき質的に評価する。その結果に基づき，

外国語教育における「拡張能力」としての AI の位置づけや活用の方策について総括

する。 

 

キキーーワワーードド: イインンスストトララククシショョナナルルデデザザイインン，，生生成成 AI，，ICT，，中中国国語語 ，，PBL 

 

ははじじめめにに 

2024年 2月現在，「AI」や「ChatGPT」という言葉を目や耳にしない日はないと言

っても過言ではない。生成 AI はそれほどまでに急速に社会に浸透し，産業界をはじ
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めとする各所で進化を続けている。伝統的な教学パラダイムに染まった大学教員や

外国語教師の立場であっても，生成 AI が教育・学習へ取り入れられる潮流には逆ら

えないだろう。インターネットを用いた情報検索や機械翻訳を「チート」扱いした

り，AI を「Bad model」（Niño, 2008）と見なし，語訳修正の必要性を指摘して，

「やはりヒトの方が優れている」と保守的な態度を貫いたりすることはもはや不可

能な時代を迎えている（山田, 2023）。 

2023 年度初頭より各大学では，生成 AI の利用に関し，剽窃や安易な「コピペ」と

いった悪用を懸念しつつも，有効な活用方法の方針等を発表した（東北大学

「ChatGPT 等の生成系 AI 利用に関する留意事項」，東京大学「東京大学の学生の皆

さんへ：AI ツールの授業における利用について」等）。文部科学省も同年 7 月に

「初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン」（以下，

暫定ガイドラインと略記）を発表し，AI の進化に伴う教育・学習の変化に柔軟に対

応すべく指針を示した。 

文科省の暫定ガイドラインによれば，教育・学習において AI 活用が考えられる活

動には，①情報モラル教育，②生成 AI を活用したディスカッション活性化，③学習

者の知識，思考，経験の明確化と客観化，④言語学習や対話の相手，⑤執筆，編集，

推敲の支援，⑥発展的学習，プログラミング，⑦生成 AI 活用能力の評価やテスト，

の 7点が挙げられている。このうち，外国語教育・学習の活動に直接関連するのは，

②から⑤の 4 点であろう。近年，教育・学習の質的転換を求めて，学習者主導型の

PBL（Project-Based Learning/Problem-Based Learning），探究型の学習，アクティブラ

ーニング（溝上・成田, 2016）の潮流が生まれ，単なる語句置換の正確性や速度を求

めるのではなく，統合的なコンピテンシーを発揮する過程での最適な AI 活用が重要

となってきている。 

日本の高等教育における AI活用の実践も登場しつつある。生成 AIに対する認識と

大学のガイドラインの概観を総括したもの（武田，2023），文系学生を対象とした

生成 AI の仕組み理解と応用事例を組み合わせた実践（江見・水野, 2023)，初年次教
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育における生成 AI 活用とその設計を通した効率性と創造性のバランスを検討したも

の（橋本, 2023）等が挙げられる。外国語教育では，英語を筆頭に教育実践研究が蓄

積されつつある。2024 年 2 月 14 日時点で，CiNii から「AI，外国語教育」で検索し

た結果，外国語教育活動に AIを導入する教育実践に関する論文は 42件あり，言語種

別の内訳では，英語 23件，外国語・言語教育全般 9件，ドイツ語 4件，日本語 2件，

多言語，中国語，ロシア語，手話が各 1件であった。これら先行研究の成果と課題を

表 1 の通り整理した。 

 

表 1 外国語教育における AI 活用の成果と課題 

成果 課題 

①⾔語教育
の電⼦化・
情報化 

AI や機械学習モデルの開発によ
り，外国語教育や⾔語教育がより
データ駆動型へとシフトし，学習
の個別最適化が実現可能になって
いる。 

①技術依存
のリスク 

新たなテクノロジーに依存し
過ぎることで，従来の教育⽅
法や教師の役割を脅かす可能
性が指摘されている。 

②多様なツ
ールの開発 

機械翻訳，AI チャットボット，
VR 教材，AI アバターなど，学習
者の多様なニーズに合わせた各種
の教育・学習ツールやプラットフ
ォームが開発されている。 

②教育格差
やデジタル
格差 

先進的な教育ツールを所有し
利⽤するためのコストが⾼
く，学習者の利⽤できる範囲
に格差が⽣じる可能性があ
る。 

③⾃動評価
システムの
開発 

作⽂の即時フィードバックを提供
する⾃動評価システムや，リーデ
ィングの流暢さや理解度，パフォ
ーマンス改善のためのアプリケー
ションやプラットフォームが開発
されている。 

③評価の精
度と公正性 

AI による⾃動評価は複雑な
⾔語のニュアンスや創造性を
適切に評価できない場合があ
る。 

④⾔語運⽤
技能の向上 

英語を中⼼に，スピーキング評価
法の開発，⾯接スキル向上のため
の AI ⽀援システムなど，具体的な
コミュニケーション場⾯に焦点を
当てた⾔語運⽤技能の向上を⽀援
可能になっている。 

④プライバ
シーと倫理 

⼤部分の AI はユーザーデー
タをサービス向上に利⽤する
前提となっているため，学習
者のデータを扱う際に，プラ
イバシーや倫理的な問題が発
⽣する可能性がある。 

 

本研究は，先行研究の成果を最大化し，かつ，課題①に含まれる教室（教育・学

習の場），教授法（教育の方針や手法），教具・文具（教育・学習の対象やツー
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ル），教師と学習者（アクター）の機能等を，AI を取り入れることでいかに変革し

得るかを探究する。これにより，ヒトか AI かの優劣，AI や新たなテクノロジーを使

うか使わないか，という二元的な議論ではなく，教師と学習者が自身のニーズに即

して，自らの教育や学習を最適に調整する可能性を拡張しようとするものである。 

 

研研究究目目的的とと方方法法 

本研究の目的は，外国語教育において，学習者が複言語話者として生成 AI を活用

しながらマルチモーダルなコミュニケーションを行う可能性を探究することである。

コミュニケーション資源として，従来の言語コミュニケーションの 4 技能に拘泥せ

ず，AI や ICT 等のテクノロジーまでを含めた「拡張知能」（ホルムス他, 2020）を統

合的に運用する「拡張的コミュニケーション能力」と位置付ける。その上で，PBL

の教授設計（instructional design，以下 ID と記載）において，AI や ICT 等のテクノロ

ジーがどのような教育・学習支援の機能を果たすのか，また，教学のアクターとし

てどのように位置付けられるのかを探究する。研究方法は探索的問いに基づく事例

研究である。まずは外国語教育に関わる AI 及び PBL の関連用語と意味を整理する。

これらの共通認識のもとで，大学の中国語演習授業を対象として，AI 支援の教授設

計を行い，授業実践データに根差して，学習の過程及び成果を分析し，教授設計の

評価を行う。 

 

教教育育・・学学習習へへのの AI 活活用用ににおおけけるる共共通通認認識識 

ここで，教育・学習における AI 活用を考える上で必要な共通認識を整理しておき

たい。生成 AI の基盤にあるのは「機械学習」のアルゴリズムである。これは経験に

基づく学習によって自動的に改善するアルゴリズムで，ビッグデータから指定のア

ルゴリズムに基づく特徴を発見（モデル化，パターン化等）できる。そのため，予

測や分類のような人間が行う学習能力に似た機能が実現する。機械学習は，「教師

あり学習」と「教師なし学習」に分類される。「教師あり学習」では，教師データ
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（正解ラベル）を AI に学習させる。例えば，過去のデータから傾向や需要を予測

（株価等）したり，天気と気温からアイスの売上を回帰したり，画像データから犬

か猫か分類したりすることが可能である。「教師なし学習」では，教師データなし

でデータ自体を AI に学習させ，AI に規則性を導かせる。例えば，データの特徴に基

づきグループ分けしたり，サンプル画像から特徴を分析して類似した画像を生成し

たり，ビッグデータから基準を一般化してそこから外れる異常を検知したりするこ

とができる。さらに AIに報酬を与えることで AIの判断を強化させ，目標達成までの

最適行動を導かせる「強化学習」がある。例えば，ゲーム，お掃除ロボットの最短

動線の検索などがあり，AI はより多く報酬が得られるやり方を自動的に試行する。 

生成 AI の位置づけは図 1 のように階層化されており，通常，事前学習したデータ

に基づき新しいデータを自動的に生成・出力することのできる技術を生成 AI と呼ん

でいる。そして，高い知能と広い適用性を持つ「強い AI」は AGI（Artificial General 

Intelligence)と呼ばれる。これは人間の思考パターンや感情を解読して表現できる AI

であり，おなじみ「ドラえもん」のようなイメージである。 

 

 

図 1 生成 AI の位置づけ（株式会社 Relic 資料を元に筆者改変） 

 

現在，誰もが耳にしたことのある ChatGPT は，OpenAI 社が開発した LLM（Large 

Language Models, 大規模言語モデル）としてのGPT（Generative Pre-trained Transformer）

である。2022 年 11 月に ChatGPT3.5 が公開され，世界中が一挙に AI 支援による DX
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に注目し始めたが，Transformer モデルが登場したのは 2017 年，OpenAI による LLM

の GPT 発表は 2018 年，以降は毎年 GPT2，GPT3 へとバージョンアップされ，2024

年 2月現在は GPT4が主流となっている。Transformerとは，人間が使う自然言語をコ

ンピュータで分析する技術をいう。自然言語処理（Natural Language Processing, NLP）

を深層学習モデルで行っている。膨大な量のテキストデータを事前に学習して自然

言語の仕組みを理解した上で，新しいテキストを生成することができる技術である。

AI は感情を伴って思考しているわけではなく，事実の蓄積に基づき超高速でデータ

を生成しているに過ぎない。アウトプットの成果物は似ているが，AI の機能をどう

見なし，教育・学習の過程でどこに位置づけるかにより，AI 活用の方向性は大きく

変わる。 

ChatGPT の教育・学習への活用においては注意も必要である。第一に，AI はビッ

グデータから規則性を探してデータを生成するため，「さもありそうな噓をつく，

知ったかぶり（hallucination）」を起こすことがある。そのため，必ずヒトが正誤の

確認や最終判断をしなければならない。第二に，出力結果の責任を取るのはヒト

（AI を使うユーザー自身）である。AI が生成・出力した結果を無条件に使用するの

ではなく，結果やデータを情報として自分自身の思考を深めたり，広げたりする使

い方をすべきである。第三に，生成 AI のサービスの多くは，ユーザーが入力した文

章をサービス改善に使用するという条件で公開されている。そのため，個人情報や

プライバシーや機密に関わる情報は入力すべきではない。 

代表的な生成 AI のツールについて，活動の特徴に基づき分類することができる。

文字・テキストを中心に扱うツールには，ChatGPT1（OpenAI が開発，提供している

AI アシスタント）の他，Copilot with Bing Chat2（Microsoft Bingの Web 検索と OpenAI

の GPT を組み合わせた AI アシスタント）がある。Copilot は 2023 年 3 月に Microsoft 

365 のアプリケーションへ搭載されたことにより普及が加速している。いずれも「副

 
1 openai.com/blog/chatgpt 
2 copilot.microsoft.com 
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操縦士」や「助手」と位置付けることができ，学習者が独り言を口にしたり，友達

や先輩に相談しながら情報を集めながら自分の考えをまとめたりするような，学習

過程における対話の相手になり得る。画像，音声，動画等のマルチメディアやクリ

エイティブ系のツールには，Gamma3（AI 搭載のスライド作成ツール，テキストから

画像やスライドを生成），Bing Image Creator4（Microsoft Bing の画像生成機能，テキ

ストから画像を生成），Stable Diffusion5（Stability.ai 提供のお絵描きツール，テキス

トから画像を生成）等が挙げられる。テキストベースでマルチメディア素材を生成

するツールは多数あり，既にプロンプト（ユーザーが AI に生成内容等を説明する指

示文）に従い動画6や 3D 素材を自動生成する技術も実現している。選択肢が多いた

め，用途，環境，操作性等に応じて適切なツールを選択する必要がある。 

 

教教授授設設計計とと PBL のの定定義義 

PBL における AI 活用の最適化について検討するためには，それに適したパラダイ

ム（研究者が依拠する存在論，認識論，価値観）や評価手法を採用する必要がある。

所謂「伝統的」な外国語教育のパラダイムや評価手法を踏襲したまま，環境やツー

ルだけを AI に置き換えても，教育・学習の効率や効果は上がらないだろう。研究

（者）のパラダイムは大きく客観主義・実証主義的な事実志向と，構成主義・解釈

主義的な意味志向に分けられる。外国語教育を考えると，前者は学習者の知識・技

能向上のための短期的な成果・効果を重視し，教育・学習の効果を数値で測定し評

価する。正誤や達成度が基準となり，総括的評価（Evaluation）を重視する。一方，

後者は，教師，学習者，他のアクターの日常生活に根差した個別具体的で詳細な問

 
3 gamma.app 
4 bing.com/create 
5 dreamstudio.ai/generate 
6 OpenAI は 2024 年 2 月にテキストによる指示で高精細な動画を生成する「Sora」を発

表した。現時点ではクリエイターや研究用とされ一般公開は未定。OpenAI の画像生成 AI
「DALL·E 3」の拡散モデルと「GPT‐4」の Transformer に基づくエンジンを原動力とする。名

称は日本語の「空」に由来する。https://openai.com/sora 
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いや言語運用に関心があり，学習の過程における経験や認識の変容と調整を扱い，

形成的評価（Assessment）を重視する。本研究は後者のパラダイムに立脚している。

外国語教師としての我々は，日常的にどのようなパラダイムに基づき授業を運営し，

何のために，どのような手法で学習者の活動を評価しているのかを再認識する必要

がある（パラダイム・アウェアネス）。その上で，教育・学習の環境面の不足や改

善点を整理し，重要度が高く，かつ個人の力で改善可能な部分から着手することに

なろう。 

そして，パラダイムに適した（ID）を行う必要がある。ID とは教育を短期間で効

率的に行う手法であり，教育製品（コース，教材，実践等）を開発，実施するため

に，情報を分析し統合し評価する（日本教育工学会, 2000）。教育活動の効果・効

率・魅力を高めるための手法を集大成したモデルや研究分野，それらを応用した学

習支援環境実現のプロセス（鈴木, 2005）である。ID の基本モデルは「ADDIE」モデ

ルと呼ばれ，①Analyze（分析），②Design（設計），③Develop（開発），④

Implement（実施），⑤Evaluate（評価）の 5 段階で構成される。前述の客観主義・実

証主義的な事実志向では，線形のプロセスモデルに従い，正解や所定のゴールの到

達度をテストや課題により短期のサイクルで総括的に評価する。構成主義・解釈主

義的な意味志向では，らせん型のプロセスモデルを採用し，成果物やパフォーマン

ス等によって，コンピテンシーの変容や経験や認識の過程を形成的に評価する。 

本研究では PBL の ID を扱うため，PBL についても定義とデザインを整理しておき

たい。溝上・成田（2016）によれば，PBL には Project-Based Learning（プロジェクト

学習）と Problem-Based Learning（問題解決学習）の 2 つが含まれる。プロジェクト

学習は，実世界に関する解決すべき複雑な問題や問い，仮説を，プロジェクトとし

て解決・検証していく学習と定義される。学生の自己主導型の学習デザイン，教師

のファシリテーションのもと，問題や問い，仮説などの立て方，問題解決に関する

思考力や協働学習等の能力や態度等を身に付けることを目指す。問題解決学習は，

実世界で直面する問題やシナリオの解決を通して ，基礎と実世界とを繋ぐ知識の習
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得，問題解決に関する能力や態度等を身に付ける学習される。両者の共通点として，

①実世界の問題を扱うこと，②問題解決能力を育成すること，③解答は 1つとは限ら

ないこと，④自己主導型学習を行うこと，⑤協働学習を行うこと，⑥構成的アプロ

ーチを採用すること，の 6つが挙げられる。伝統的学習では，知識の伝授→知識の学

習・修得→知識の活用・応用のための「問題」が与えられる線形プロセスであるの

に対して，PBL では，「問題」がある（あるいは見つける）→必要な知識を見定め

る・探す→知識の学習・修得→知識の活用・応用→（新たな）「問題」が見つかる，

という循環プロセスになる。前述のパラダイムや ID に照らすと，PBL は伝統的な教

育・学習には「なじまない」ことが見て取れる。PBL を外国語活動と組み合わせた

教育実践を行う場合は，構成主義・解釈主義的な意味志向のパラダイムに立ち，ら

せん型 ID をデザインして，学習者の経験や認識に基づき，教師と学習者がより充実

した授業を共創する可能性を探究するというアプローチになるだろう。では，その

ような授業の中で AI や ICT 等のテクノロジーをいかに活用し得るのだろうか。AI 支

援によって，教育や学習の効果・効率，活動の内容と質はどう変わるのだろうか。

次章では，外国語×PBL×AI 活用を統合した教授設計の事例研究を紹介する。 

 

事事例例研研究究．．中中国国語語ママルルチチメメデディィアア作作品品共共創創のの PBL ののたためめのの AI 支支援援のの教教授授設設計計 

研研究究課課題題 

観光プロモーションのための中国語マルチメディア作品共創の PBL における AI 支

援の教授設計，実践及び評価 

研研究究方方法法 

大学の中国語演習の日本人学生を対象に，中華圏からのインバウンド対応のため

の接遇中国語や異文化理解の学習，及び中国語を用いた観光プロモーション動画制

作で構成される PBL の ID を設計した。学習の過程で AI や ICT による支援を積極的

に組み込み，学習の成果を学習者視点の成果物に対する評価，学習過程の教師視点
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の観察等に基づき質的に分析し，教授設計上の課題を整理した。授業概要とシラバ

スは表 2, 3 の通りである。 

 

表 2 授業概要 

授業 
テーマ 

①    中華圏からの FIT おもてなしのための異⽂化理解と中国語学習 
②    中国語による観光プロモーション動画制作 

学習 
⽬標 

①    観光産業や接遇場⾯で中国語の簡単な質疑応答ができる 
②    中華圏からの FIT の考え⽅，⾏動，価値観等を理解できる 
③    テクノロジーやツールを⽤いて中国語を運⽤できる 

評価 
基準 

① 授業内外の課題 
② グループワーク(調べ学習とディスカッション） 
③ 中国語プレゼンテーション（⾃⼰紹介と動画紹介）と最終成果物（動画） 

 

表 3 全 15 回の活動計画 

授業 活動 ICT・AI 活⽤ 

1 ガイダンス 
★中国語の⾃⼰紹介表現の学習と実践 

スマホで中国語簡体字⼊⼒の設定と練習 
★⾃⼰紹介表現の紙資料配布・スライド提⽰・LMS
掲載 

2 

中国の⽂化理解：テキストに基づきテー
マや疑問の提出 
★中国語の基本構⽂：⾃⼰紹介作⽂と発
表 

スマホで中国語簡体字⼊⼒の練習（⾃⼰紹介⽂） 
★⾃⼰紹介作⽂のワークシート配布・スライド提⽰ 

3 発⾳練習ツールの設定と基本操作 
外来語を中国語で何と⾔うか調べて発表 

OndokuChinese 
（⾃動⾳声認識機能により発⾳判定できる学習シス
テム） 
Miro でアイデア出し，ディスカッション，まとめ 
翻訳ツール（Google 翻訳，DeePL 等） 

4〜6 
中国⼈の基本的性格の理解と⽇中⽐較と
発表（G） 
テキストに基づき接客中国語の発⾳練習 

Miro でアイデア出し，ディスカッション，まとめ 
BYOD でインターネットから情報収集 

7 接客中国語表現を⽤いてダイアローグ作
成（G） 

Miro でアイデア出し，ディスカッション，まとめ 
ChatGPT で中国語翻訳，作⽂ 

8 ダイアローグ発表（G） 
動画企画書の作成・提出 

Miro でアイデア出し，ディスカッション，まとめ 
LMS で Word フォーマット配布，記⼊・提出 

9 動画構成表の作成（G） LMS で Word フォーマット配布，記⼊・提出 

10 構成表の提出（G） 
動画の素材収集・編集（G） 

LMS で Word フォーマット配布，記⼊・提出 
スマホの動画編集アプリ（⼀部 AI 機能） 
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11 動画の素材収集・編集（G） スマホの動画編集アプリ（⼀部 AI 機能） 

12 グループごとに動画修正点等フィードバ
ック 

スマホの動画編集アプリ（⼀部 AI 機能） 
LMS 上で動画提出と教員コメント返却 

13 
動画修正・提出（G） 
⾃⼰紹介と動画の⾒どころ紹介の中国語
作⽂（G） 

LMS 上で動画提出と教員コメント返却 
ChatGPT で中国語翻訳，作⽂ 

14 
グループごとに動画修正点等フィードバ
ック 
動画修正・提出（G） 

Zoom オンライン授業（悪天候のため） 
LMS 上で動画提出と教員コメント返却 

15 成果発表会：動画視聴会と相互評価 
★中国語でひとこと感想を発表 

Google Form で評価⼊⼒ 
★表現リストの紙資料配布・スライド提⽰・LMS
掲載 

＊（G）はグループワーク，★は伝統的な外国語学習のやり⽅を表す 
＊⾚字は AI 活⽤，⻘字は従来の ICT 活⽤を表す 

 

【参加者】国立大学の 2023 年度秋学期（15 週）中国語演習科目を履修した大学 1 年

生 20 名(男 13, 女 7)の文理混合クラスが対象である。春学期に初修中国語Ⅰを履修済

で，秋学期に中国語Ⅱを並行して履修中である。 

【教室環境】一般的な講義教室（60 名程度収容，机・椅子は可動）での対面授業を

行い，BYOD（Bring Your Own Device）で各自が PC やタブレット等の端末を持参し，

通信環境は大学の Wi-Fi に接続した。授業連絡や課題の受け渡し等は大学指定の

Moodle 型 LMS を使用した。 

【AI や ICT による学習支援】次の 4 種のツールを活用した。 

①オンラインホワイトボード「Miro」 

・中華圏の風俗習慣，基本的な性格，観光や消費行動の傾向等についてテーマを設

定，テキストやインターネットを用いて調べ，まとめと発表（グループワーク） 

・外来語を中国語で何と言うか調べて発表（個人学習） 

・外来語の聞き取り練習（発音を聴いて写真と語句のマッチング） 

・中国語の接遇語句を用いたダイアローグ作成と発表（グループワーク） 
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図 2 Miro のグループワーク作業画面 

 

②自動音声認識機能による発音練習ツール「Ondoku Chinese」7 

・テキストの中国語接遇表現の文について発音と意味を一斉学習した後，Ondoku 

Chinese のシステム上で発音練習課題に取り組み，教師による発音指導の巡回を待機 

 

 

図 3 Ondoku Chinese の課題画面 

 
7 目白大学・氷野善寛准教授が開発した、自分で作った教材、人が作った教材で中国語

の音読練習ができるウェブ学習サービス。www.ondoku.org 
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③ChatGPT と Google 翻訳 

・外来語を中国語で何と言うか翻訳，インターネット検索情報との比較 

・テキストで学んだ中国語接遇語句を用いてダイアローグの作文 

・自己紹介と動画の見どころやこだわりポイント紹介の作文 

 

  

図 4 「AI を用いた中国語作文のコツ」コマンドプロンプト指導のスライド 

 

④ スマホの動画編集アプリ「VLLO」 

・オンデマンド動画で基本操作の個人学習 

・グループで企画した動画の編集 

【授業評価アンケート】最終成果物としての動画作品を全員で視聴しながら，学習

者間の相互評価オンラインアンケートに総合評価と感想やコメントを記入した。ま

た，授業全体に対する評価アンケートを最終回に実施した。授業のテーマと学習目

標に対する学習者の認識と役立った活動，学期当初の目標と学期末の達成度に対す

る実感，学習者や教師とのコミュニケーションに対する認識，AI や ICT を活用した

活動の意義，AI 活用の経験，授業に対する満足度について質問項目を設定した。本

稿では，AI や ICT 等のテクノロジー活用と中国語学習に関連する項目のみを抜粋し

て以下に分析する。なお，アンケートフォームは学生のスマートフォンでの操作利

便性と集計の効率を考慮し，全て Google Form で作成した。 
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図 5 学生相互評価 TOP3 動画（左：スープカレーランキング，中央：地元民のスケ

ート＆スキー，右：お金を使わないウィンタースポーツ） 

 

【データ分析】選択式の項目は 5件法で作成し，回答を集計してグラフ化した。記述

式の項目はコーディングと概念整理により意味を記述し，必要に応じて概念間の関

係性を示す概念図を描画した。分析と概念図の作成には質的データ分析ソフトウェ

ア「MAXQDA2022」を使用した。 

結結果果 

（1）学期当初の学習動機やきっかけ（自由記述） 

授業テーマや内容に対する興味関心（9 名），担当教員（7 名），文法学習よりも

応用・実践を希望（3 名），試験やテストによる評価がない（3 名），外国語演習の

履修が必須（2 名），接客業のアルバイトに役立ちそう（1 名）となった。テーマや

内容に関心を持ち，知識学習を応用・実践する機会を求め，学びやすい教員を選択

していることがわかる。進級要件や試験がない「楽単」8目的の学生も例年見られる。 

（2）授業目標③「遠隔学習，自動音声翻訳，動画編集アプリ等のツールを積極的に

活用したアクティブラーニングに挑戦する」に関わる学習や活動の有無（1「なかっ

た」～5「あった」の 5 件法） 

回答は 4（4 名），5（16 名）が多く，授業の目標に即した活動があったと認識し

ていることがわかる。 

 

 
8 楽をして単位を取得できる科目を意味する。 
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図 6 授業目標に関わる学習や活動に関する回答 

 

（3）授業のゴール③「遠隔学習，自動音声翻訳機，動画編集アプリ等のツールで中

国語を活用できるようになる」 の達成度（1「できなかった」～5「できた」の 5 件

法）及び役立った活動（自由記述） 

 回答は，3（2 名），4（10 名），5（8 名）であった。概ね達成できたという自己

評価であるが，どちらともいえない学生も 2名おり，理由の聞き取りや課題・成果物

と学習の過程の振り返りに基づく検討が必要である。特に役立った活動は，AI（自

動音声読み上げツール，Zoom 字幕機能，ChatGPT）（8 名），動画編集のグループ

ワーク（7 名），オンデマンド教材による動画編集解説（3 名），特になし（1 名）

との回答が得られた。達成のために増やした方がよい活動については，現状維持で

よい（8名），ツール習熟や作業時間の確保（3名），動画編集の説明と操作練習（3

名），Ondoku Chineseや音読さんを用いた発音練習（1名），ChatGPTの応用練習（1

名）となった。現状を維持しつつ，作業時間の確保や課外での課題に対応したオン

デマンド教材，発音や作文のツール活用課題の充実が必要である。 
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図 7 授業のゴール③の達成度に関する回答 

 

（4）AI や ICT 等のテクノロジーを活用する機会について（1「不足していた」～5

「十分にあった」の 5 件法） 

回答は，1（1 名），4（4 名），5（15 名）であり，概ね十分な機会があったと認

識していることがわかる。1 の学生は「もっと活動した方がよい」と機会の増加を求

めている。 

 

図 8  AI や ICT 等のテクノロジーを活用する機会に関する回答 

 

なお，その他の科目や授業の活動での AI 活用経験について確認したところ，情報

学やコンピュータリテラシー系の主題別科目で，意見交換のペアワークや AI と対話

しながら俳句を作らせる活動をした経験を挙げた学生が 5名いた。人文系科目や外国

語授業での AI 活用はまだ多くないと予想される。 
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（5）AI や ICT 等のテクノロジー活用による学習や活動の効果・効率の向上について

（1「そう思わない」～5「そう思う」の 5 件法） 

回答は，1（9 名），3（1 名），4（6 名），5（4 名）であり，評価は二分した。理

由を記述した学生は現状維持を求める内容で，1 と 3 の回答の理由は不明であるが，

AI や ICT 等のテクノロジーの運用にまだ習熟していないため，伝統的な知識・技能

学習と比較して要領がつかめず作業に時間がかかったり，思い通りの文章やデータ

の生成に苦戦したりしたことが考えられる。授業内活動で時間をかけてハンズオン

の指導を行う，オンデマンド教材で AI や ICT 等のテクノロジーを用いた翻訳や作文

のための操作方法を自主学習できる環境を整備する等の対応が必要である。 

 

 

図 9  AI や ICT 等のテクノロジー活用による学習や活動の効果・効率に関する回答 

 

（6）「Miro」を用いた調べ学習と発表のグループワークについて（自由記述） 

回答の記述を質的に分析した結果を図 9に示す。学習のしやすさ（アナログな作業

イメージとの親和性），作業の円滑さ（分担，共有，まとめ，思考の深化，効率

化），遠隔授業でも対面と同様にグループワークできる利便性，楽しさややりがい

を利点と認識していることがわかる。一方，PC とスマホアプリの操作性の違い等か

ら，操作に慣れないと使いづらいこと，作業に時間がかかり発表時間が不足という

声もあり，次年度に向けた改善検討が必要である。 
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図 10 「Miro」を用いた調べ学習と発表のグループワークに関する回答 

 

（7）「OndokuChinese」を用いた中国語発音練習について（自由記述） 

回答の記述を質的に分析した結果を図 10 に示す。便利さ（個人学習の困難の支援・

克服，自分の発音の誤りの確認）の利点を認識していることがわかる。一方，シス

テムの使いづらさ，発音の難しさ（課題で合格点が取れない），より多様な母語話

者の発話聞き取りの機会を求める声もあり，授業内活動と課外課題の設計や他の活

動とのバランスを検討する必要がある。 

 

 
図 11 「OndokuChinese」を用いた中国語発音練習についての回答 
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（8）ChatGPT を用いた中国語作文や翻訳のグループワークについて（自由記述） 

回答の記述を質的に分析した結果を図 11 に示す。楽しさや操作方法の理解，学習

に役立つ（復習や新しい言語表現の学習，発表達成，操作習熟），使いやすさ（効

率化），時代に合った学習という利点を認識していることがわかる。一方，使いこ

なせるようになるまでの苦労やグループワークに適さないという声もあり，操作方

法の指導やグループワークの活動や手順の設計の改善が必要である。 

 

 

図 12  ChatGPT を用いた中国語作文や翻訳のグループワークに関する回答 

 

（9）最終的に自分は中国語を用いて何ができるようになったか（自由記述） 

回答の記述を質的に分析した結果を図 12 に示す。簡単な日常のコミュニケーショ

ン（自己紹介，北海道の簡単な紹介）が最も多く，次いで観光中国語（接客，日本

紹介，観光客へ関わろうとする態度），動画編集や観光プロモーション，中国文化

理解，中国語コミュニケーションへの自信という成果を認識していることがわかる。

本実践の特徴は，AI や ICT 等のテクノロジーを活用しながら，中国語の接遇表現学

習，中華圏に関する異文化理解，中国語の観光プロモーション動画を作成すること

であったが，たとえ伝統的な知識・技能学習の授業であっても，「簡単な日常のコ

ミュニケーション」という成果が認識されたであろう。AI や ICT 等のテクノロジー

を活用したことの影響については，今後の課題としたい。 
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図 13 中国語を用いて何ができるようになったかに関する回答 

 

（10）総合的な授業満足度（1「不満」～10「満足」の 10 件法） 

 授業全体を通じた総合的な満足度については，9（7 名），10（13 名）と概ね満足

していることがわかる。難しかった，わかりにくかった，やりにくかったと感じた

活動や内容について（自由記述）は，特になし（6 名），教員が親切・楽しい（3

名），動画編集が楽しい（2 名），中国語の聞き取りが難しい（1 名），自分から会

話しにいくことができなかった（1 名）となり，中国語の聴き取り練習や学生間の自

由会話の機会を増やす等が検討できる。 

 

 

図 14 総合的な授業満足度に関する回答 
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総総合合考考察察 

教授設計の評価として，ADDIE モデルの要素に即してみると，学習者の約半数は

授業のテーマや活動に対する興味・関心あるいは教員に対する親しみを持って履修

しており（ニーズの合致），授業目標に関わる学習や活動に即した内容であったと認

識されている（設計，開発，実施の適切さ）。中国語学習において AI や ICT 等のテ

クノロジーを活用するという授業のゴールについては，活用の機会は十分にあり，

学習者視点の自己評価では概ね達成しており，特に発音学習と動画編集での活用が

役立ったと認識されている（間接評価）。学習者の成果物に即して教師視点で評価す

ると，異文化理解の調査・発表の内容，中国語接遇表現の作文・ダイアローグ，動

画の企画・構成とコンテンツの内容については，グループごとの個性を十分に発揮

し，学習者主導の協同学習を通じて，学習歴半年から一年未満とは思えないレベル

の完成度を達成したといえる（直接評価）。しかし，伝統的な教育観でいう言語コミ

ュニケーションの四技能の習得度については，中国語を用いた動画内のナレーショ

ンや自己紹介・動画紹介プレゼンテーションでの発音の不正確と聴き取りづらさが

あり，AI や ICT 等のテクノロジー活用が「話す」技能の習得にどう影響したかは判

断が難しい。ただし，授業中の観察や指導の経験に基づき，作文や練習の過程にお

ける教師の添削指導の負担は確かに軽減され，学習者自身による自主学習やグルー

プワークの効率は確かに向上したように感じられる。本実践は多種多様な活動を組

み合わせて高次の認知能力を発揮する構成になっているが，AI や ICT 等のテクノロ

ジー活用によって，学習者は限られた授業時間と課外のスケジュール調整のもと，

学習の目標を十分に達成したと評価できる。 

 分析の結果，最も注目すべきは，学習者自身による AI や ICT 等のテクノロジー活

用による学習や活動の効果・効率の向上についての評価が二分した点である。教師

と学習者の双方が，伝統的なパラダイムと線形の ID プロセスモデルに即して教育・

学習している場合，PBL や探究的な学習のパラダイムや ID への転換が必要である。

また，いずれのパラダイムや ID に即した場合でも，AI や ICT 等のテクノロジーの運
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用スキルに未習熟な段階では，効果や効率を実感しにくいだろう。教具や文具とし

ての扱いに慣れていなければ，伝統的な教授法や学習方法と比較して要領がつかめ

ず作業に時間がかかり，思い通りの文章やデータの生成に苦戦し，コストをかけた

割に予想（あるいはそれ以上）の成果が得られないこともある。授業内活動で時間

をかけてハンズオンの指導を行う，オンデマンド教材で AI や ICT 等のテクノロジー

を用いた翻訳や作文のための操作方法を自主学習できる環境を整備する等，AI を学

習者の「副操縦士や助手」の機能を果たせる状態に近づける方策が必要である。外

国語科目としての授業活動として何をどこまで扱うべきか，学習者のニーズ，到達

目標，ID 等を調整し続けなければならない。 

  

結結  論論 

本稿では，AI や ICT 等のテクノロジーを言語コミュニケーションの 4 技能と同等

のコミュニケーション資源とみなし，その運用能力を「拡張知能」と位置付けた。

その上で，外国語教育，PBL，AI や ICT 等のテクノロジー活用の統合した ID を設計，

実践，評価した。その結果，AI や ICT 等のテクノロジーの支援により学習の成果や

質は向上し，学びの内容は充実したものの，学習者視点での学習の効果・効率の向

上については評価が二分された。AI の進化により，劇的かつ急速なパラダイムシフ

トが求められるが，学校教育や教室内活動の場面では，パラダイム，ID，環境，評

価等の変革に追いついていないのが現状である。本実践についていえば，外国語教

育として PBLを扱うにせよ，PBLの過程で外国語を運用するにせよ，AI支援の IDを

改善し，実践データに根差して評価と再構築を継続していきたいと考える。今後の

課題として，ID の構成は現状維持をベースに，作業時間の調節，オンデマンド教材

の追加，発音や作文学習における AI 活用の練習問題の充実といった面で改善してい

きたい。日本の高等教育において，情報系の科目以外では AI や ICT 等のテクノロジ

ーを積極的に活用した PBL はまだ多くないと予想されることから，「外国語教育×
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PBL×AI 活用」の ID について，さらに探索的な問いを探究し，ID，学習や活動のデ

ザイン，評価の手法についての多様な選択肢と可能性を広げていきたい。 
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